
栄養・運動・休養・健診・生きがい。「健康滋賀」の実現をめざして

元気 滋賀！
健康づくり情報誌 第１８号
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�たばこは、肺がんをはじめ多くのがんや虚血性心疾患、脳血管疾患、慢性閉塞性肺疾患などの危険
因子であり、非喫煙者にとっても、周囲の喫煙者のたばこの煙による受動喫煙が、やはり、肺がんや

虚血性心疾患、呼吸器疾患などの危険因子といわれています。

�滋賀県における成人男性の喫煙率は全国より高く、さらに、肺がんや慢性閉塞性肺疾患（肺気腫等）
などのいわゆる喫煙関連疾患の死亡率が全国と比べて高い状況にあります。

�滋賀県の男性の死亡率は、全国を１００とした場合、肺
がんが１２１、慢性閉塞性肺疾患が１３０と喫煙関連疾

患の死亡率が高い状況にある。

（標準化死亡比：全国の死亡率を１００とした場合の

滋賀県民の死亡割合）

�このような状況のなか、滋賀県においては、平成１３年３月に県民の健康づくり施策を推進するため
の計画として、「健康いきいき２１ ―健康しが推進プラン―」を策定されたところですが、そのなか

で、「たばこ」を対象領域のひとつとして、「喫煙による健康影響を低下させる」ことを重点目標項

目として位置づけられたところです。

平成１２年 主要死因別標準化死亡比
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��������指針策定の趣旨
県民健康づくり計画「健康いきいき２１―健康しが推進プラン―」のたばこ分野についての各機関にお

ける行動指針とします。
「喫煙が及ぼす健康影響についての知識の普及を図る」とともに、対策の３本柱を推進します。

「未成年者の喫煙防止（防煙）対策」
「非喫煙者の保護（分煙）対策」
「禁煙の支援」

�������� 指針の性格と役割
�県では、健康という側面から、たばこ対策施策を進める行動指針とします。
�市町村および関係団体・学校・職域においては、この指針を踏まえ、重点的、効率的な取り組みを期
待します。

�県民の方には、この計画の趣旨や内容について賛同と理解を得て、積極的な実践を期待します。

��������基本方針
「健康いきいき２１―健康しが推進プラン―」の目標達成のための対策を、市町村や学校等の教育機関、

医療関係機関、事業所、各種団体等と協力して取り組みを進めていくこととします。

��������滋賀県の現状と今後の方向
「健康いきいき２１―健康しが推進プラン―」の目標
�喫煙が及ぼす健康影響についての十分な知識の普及

喫煙が健康に悪い影響があると思っている人の割合の増加
�未成年者の喫煙をなくす
�官公庁、公共の場の分煙 １００％
�老人保健法に基づく禁煙プログラム実施市町村 １００％（５０市町村）
�禁煙支援を実施する医療機関の増加

� 喫煙が及ぼす健康影響についての知識の普及

たばこが及ぼす健康影響についての認識は、非喫煙者に比し、喫煙者で低い傾向があります。

県や市町村、保健医療機関は、地域の教育機関や健康推進団体等と連携を図りながら、たばこの健康影響
について正しい知識が持てるよう、様々な機会を通じて正確で十分な情報提供を行うことが必要です。

� 未成年者の喫煙防止（防煙）対策

本県の高校３年生喫煙経験者（湖北圏域、平成１１年度調査）
男子５０．０％、女子１７．４％
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機 関 名 取 り 組 み 内 容

県および保健所

市 町 村

喫煙が本人ならびに周囲の者の健康に及ぼす影響や禁煙の効果等について、正しい知識が持て

るよう正確で十分な情報提供を行います。

医 療 機 関
疾病状況にある受診者に対し、喫煙が本人ならびに周囲の人の健康に及ぼす影響や禁煙の効果

等について指導を行います。

各 関 係 団 体 各地域における活動の中で、様々な機会を通じて喫煙の健康影響について住民への啓発を行います。

心身共に未発達の子どもが喫煙することで、将来の疾病へのリスクが大幅に増加すること、いったん習慣
化した喫煙行動を中断させることは困難であることを保護者、教育機関、行政、保健医療機関、各種団体が
認識し、未成年者の喫煙開始を防止することが重要であり、一致団結して防止していくという共通認識を持
ちながら、取り組みをすすめる必要があります。

� 非喫煙者の保護（分煙）対策

地方自治体のホール・待合室等の分煙状況
県の機関では、全面禁煙は１７．４％、市町村では、全面禁煙は２７．９％、
「同じ部屋の中や近くでたばこを吸う人がいるとき」

迷惑と感じる人は、非喫煙者では９４．６％

官公庁や保健医療機関、教育機関においては、その社会的使命や施設の性格に照らし、率先して分煙化を
推進する必要があります。
不特定多数の人が利用する公共の場においても分煙化が推進される必要があります。

� 禁煙の支援

喫煙者の２６．７％が「やめたい」と考えており、「本数を減らしたい」と答える者を含めた禁煙希望者は６４．２％

禁煙を希望する人が禁煙に取り組めるように、環境を整え、支援する必要があります。

��������たばこ対策の具体的取り組み内容
� 喫煙が及ぼす健康影響についての知識の普及

� 未成年者の喫煙防止（防煙）対策

機 関 名 取 り 組 み 内 容

保 護 者 「たばこは有害であり、吸わない」という認識を子ども自身に持たせることが必要です。

教 育 機 関

教員や学校関係者に対して、未成年者の喫煙が及ぼす健康影響や友人からの喫煙の勧めに対す

る断り方など効果的な指導方法の研修を行います。

教員は、学校敷地内や教育活動中において、児童生徒の前で禁煙とします。

今後の方向



機 関 名 取 り 組 み 内 容

た ば こ 販 売 者 未成年に販売しないことの徹底を図ります。

県および保健所
市 町 村

未成年者の喫煙防止ならびに禁煙支援のための活動に協力します。

医 療 関 係 者 医療従事者は、未成年者の喫煙者に対し、禁煙の指導を行います。

機 関 名 取 り 組 み 内 容

行 政 関 係 機 関
ホール・待合室は、全面禁煙とします。ただし、喫煙場所を設置する場合は、受動喫煙を防止

するための必要な措置を講じるよう努めます。

保 健 機 関 建物内は全面禁煙とします。

医 療 機 関 待合室も含め建物内全面禁煙とします。

教 育 機 関
幼稚園、学校、保育所、児童福祉施設等は、建物内全面禁煙とし、喫煙場所を設置する場合は、

受動喫煙を防止するために必要な措置を講じるよう努めます。
さらに、学校、保育所等は、関係者の理解と協力のもと、敷地内の全面禁煙を目指します。

運 動 施 設
スポーツセンター、体育館、プール、健康増進施設等は、全面禁煙とします。ただし、喫煙場

所を設置する場合は、受動喫煙を防止するために必要な措置を講じるよう努めます。

博物館、図書館等
展示室については禁煙、喫煙場所を設置する場合は、受動喫煙を防止するための必要な措置を

講じることが必要です。

公 共 交 通 機 関 さらに分煙化を徹底させることが必要です。

飲食店、店舗等
不特定多数の者が
利 用 す る 場 所

喫煙席と禁煙席を分け、受動喫煙を防止するための必要な措置を講じることが必要です。

事 業 所
執務室、会議室等は、全面禁煙とします。
喫煙室、または喫煙コーナーを設置する場合は、受動喫煙を防止するための必要な措置を講じ

ることが必要です。

機 関 名 取 り 組 み 内 容

市 町 村
禁煙希望者に対して、禁煙の支援を積極的に行います。
老人保健事業の対象者には、個別健康教育等で支援します。

県および保健所 禁煙指導者の育成や禁煙支援に必要な情報の提供を行います。

医 療 機 関 禁煙指導や禁煙外来等を充実し、禁煙希望者への支援を行います。

事 業 所 禁煙希望者に対し、環境を整え支援します。

滋賀県健康づくり県民会議 事務局：〒５２０‐８５７７ 大津市京町四丁目１番１号 滋賀県健康福祉部健康対策課内
TEL０７７‐５２８‐３６１６ FAX０７７‐５２８‐４８５７

� 非喫煙者の保護（分煙）対策

� 禁煙の支援

��������たばこ対策推進のための住民参加とネットワークの構築
�地域住民の立場に立ったたばこ対策を効果的に推進するためには、常に地域住民が正しい情報を得られるよう
努めると共に、住民の意見やニーズを正確にとらえることが大切です。

�地域住民の積極的な参加を促進するとともに、関係機関の連携が重要となります。
�県においては、「健康づくり県民会議」等や様々な媒体を通じて、この指針を広く周知するとともに、関係団体、
専門家、県民等による「滋賀県たばこ対策推進会議」を設置するなど、たばこ対策を県民運動として展開します。
さらに、県内各地域において住民による主体的な取り組みが促進されるよう、地域振興局等を通じた支援に

ついても検討します。
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